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富
山
市
万
願
寺
の
兵
法
霊
験
加
護
不
動
尊
と
丸
岡
善
太
郎 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

平
井 

一
雄 

 

１
、
万
願
寺
の
不
動
尊
と
丸
岡
善
太
郎 

富
山
市(

旧
大
沢
野
町)

万
願
寺
の
南
、
通
称
「
殿
山
：
ト
ノ
ヤ
マ
」
に
高
さ
約
二
、
二

メ
ー
ト
ル
、
横
幅
約
二
メ
ー
卜
ル
の
大
き
な
不
動
明
王
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
不
動
明
王
の
岩
石
は
通
称
「
イ
ワ
タ
ン
」
と
い
う
谷
川
か
ら
ソ
リ
に
乗
せ
て
運
ん

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
変
重
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
引
く
繩
は
普
通
の
も
の
で
は
な

く
、
ワ
ラ
と
竹
の
裂
い
た
も
の
、
女
の
人
の
髪
の
毛
や
馬
の
尾
の
毛
を
よ
り
あ
わ
せ
て
、

一
緒
に
し
て
編
ん
だ
縄
を
使
用
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
縄
の
一
部
は
不
動
堂
の
屋
根
裏
に

保
存
し
て
あ
り
ま
す
。 

不
動
尊
に
は
次
の
銘
文
が
彫
っ
て
あ
り
ま
す
。 

「
四
心
多
久
間
見
日
流 

佐
々
井
和
左
エ
門
忠
政 

門
人 

丸
岡
善
太
郎
碑 

明
治
三
十

五
壬
寅
年
建
立 

 

丸
岡
イ
ワ 

丸
岡
ト
キ 

丸
岡
ス
ミ 

丸
岡
ナ
ミ
」  

こ
の
不
動
さ
ま
を
、
村
人
は
火
よ
け
の
仏
、
正
邪
曲
直
の
仏
さ
ま
と
い
っ
て
信
仰
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
不
動
尊
の
建
物
は
、
昭
和
二
十
九
年
、
当
時
万
願
寺
総
代
で
あ
つ
た
丸

山
静
治
氏
が
中
心
と
な
り
、
丸
岡
善
太
郎
の
子
孫
に
あ
た
る
丸
岡
清
信
氏
が
地
元
の
人
た

ち
の
協
力
に
よ
っ
て
再
建
し
た
も
の
で
す
。 

丸
岡
家
は
大
正
初
期
、
月
岡
村
今
町
に
移
住
し
ま
し
た
。
子
孫
は
現
在
も
不
動
さ
ま
を

お
守
り
し
て
お
ら
れ
、
東
薬
寺
（
大
山
町
牧
野
）
の
人
見
住
職
さ
ん
の
読
教
で
毎
年
八
月

に
祭
事
か
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
は
近
隣
の
信
者
が
参
ら
れ
、
そ
の
信
仰
の
深
さ
が

伺
わ
れ
ま
す
。 

２
、
四
心
多
久
間
見
日
流
の
伝
承 

「
四
心
多
久
間
見
日
流
」
と
い
う
忍
法
護
身
術
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
古
文
書
が
万
願

寺
に
残
っ
て
い
ま
す
。
地
为
で
あ
っ
た
丸
岡
善
太
郎
は
、
村
人
た
ち
が
必
要
と
す
る
肥
料

や
資
材
な
ど
を
買
う
た
め
、
牛
車
を
曳
い
て
、
富
山
・
岩
瀬
方
面
ま
で
よ
く
通
い
ま
し
た
。

善
太
郎
は
道
中
の
身
の
危
険
を
考
え
、
兵
法
学
道
場
に
入
門
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
途

中
の
中
島
と
言
う
所
の
「
四
心
多
久
間
見
日
流
（
し
し
ん
た
く
ま
け
ん
じ
つ
り
ゅ
う
）
兵

法
」
師
範
の
佐
々
井
和
左
工
門
の
門
人
と
な
り
苦
業
の
末
、
明
治
二
十
四
年
免
許
皆
伝
の

師
匠
と
な
り
ま
し
た
。 

善
太
郎
は
、
す
ぐ
れ
た
素
質
を
も
ち
、
ま
た
け
い
古
熱
心
で
、
厳
し
い
修
行
を
乗
り
越

え
、
免
許
皆
伝
の
実
力
を
得
ま
し
た
。
丸
岡
善
太
郎
は
丸
山
憲
三(

丸
山
順
一
郎
の
分
家)

の
建
物
を
道
場
と
し
て
、
自
ら
師
範
と
な
っ
て
若
者
た
ち
に
兵
法
を
教
え
ま
し
た
。
農
作

業
を
終
え
た
若
者
た
ち
と
夜
お
そ
く
ま
で
け
い
古
し
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
人
間
の
な
す
技

と
は
思
え
ぬ
忍
法
技
で
し
た
。
丸
岡
善
太
郎
は
、
こ
う
し
た
兵
法
の
霊
験
加
護
の
た
め
、

兵
法
と
信
仰
を
結
び
つ
け
よ
う
と
不
動
明
王
を
祀
り
ま
し
た
。 

丸
山
順
一
郎
重
則
は
丸
岡
善
太
郎
よ
り
二
十
年
前
に
、
佐
々
井
和
左
衛
門
の
弟
子
と
な

っ
て
、
免
許
皆
伝
と
な
っ
て
い
た
。 

忍
術
は
、
あ
く
ま
で
も
護
身
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
思
い
か
ら
、
手
裏
剣
の
受
け
方
、

天
井
、
畳
の
下
の
は
り
つ
き
方
、
空
中
の
と
び
方
な
ど
、
そ
れ
は
み
ご
と
な
も
の
だ
っ
た

そ
う
で
す
。 
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猪谷関所館橋本文書四身多久間見日流和口傳書 

明
治
三
十
五
年
に
現
在
地
に
「
不
動
堂
」
を
建
て
、
こ
の
地
で
近
隣
の
村
人
、
遠
く
は

富
山
市
の
方
か
ら
門
人
が
集
ま
り
そ
の
数
一
〇
七
名
に
も
な
り
ま
し
た
。
不
動
尊
の
裏
側

に
門
人
た
ち
の
氏
名
が
浅
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

万
願
寺
に
は
、
先
の
古
文
書
の
ほ
か
に
、
数
巻
の
武
術
の
巻
物
が
残
つ
て
い
ま
す
。(

現

在
、
丸
山
俊
一
氏
、
丸
岡
清
信
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
家
宝
と
し
て
保
存
し
て
い
る
。 

「
船
峅
の
む
か
し
が
た
り
」
よ
り 

文
政
六(

一
八
五
九)
年
、
万
延
元
年(

一
八
六
〇)

、
文
久
二(

一
八
六
二)

年
に
か
け
て

佐
々
井
和
左
衛
門
よ
り
各
流
儀
の
印
可
を
受
け
て
い
る
。
丸
岡
家
文
書
、
丸
山
家
文
書 

３
、
忍
者
頭
の
佐
々
井
家 

『
奥
田
郷
土
史
』
平
成
八
年
四
月
発
行
よ
り 

中
島
の
佐
々
井
家
の
祖
先
は
、
昔
加
賀
藩
の
忍
者
頭
だ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。 

廃
藩
後
中
島
で
帰
農
し
た
が
、
そ
の
後
も
武
芸
の
道
に
励
み
、
そ
の
片
鱗
を
う
か
が
わ

せ
る
よ
う
な
話
が
残
っ
て
い
る
。
ま
ず
身
の
こ
な
し
が
大
変
軽
く
、
春
に
塗
っ
た
ば
か
り

の
田
ん
ぼ
の
畦
の
上
を
高
下
駄
で
渡
っ
て
も
跡
が
つ
か
な
か
っ
た
。
ま
た
中
島
か
ら
新
庄

ま
で
五
分
間
で
飛
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。
中
略 

佐
々
井
家
は
、
加
賀
藩
の
「
象
嵌
」
彫
金
技
術
を
持
ち
、
金
銀
細
工
に
す
ぐ
れ
、
金
杯
・

銀
杯
や
龍
紋
彫
り
の
き
せ
る
な
ど
、
名
品
を
作
っ
て
い
た
。
そ
の
き
せ
る
は
中
島
で
は

「
佐
々
井
は
ん
の
き
せ
る
」
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

４
、
足
立
塚
と
古
文
書
類 

四
心
多
久
間
見
日
流
和(

や
わ
ら)

術
を
富
山
藩
に
伝
え
た
足
立
平
陸
の
顕
彰
碑
が
富
山

市
五
時
谷
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。「
足
立
塚
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
現
在
は
呉
羽
丘
陵
多
目

的
広
場
に
移
設
さ
れ
て
い
る
。 

富
山
県
立
図
書
館
蔵
の
「
諸
藝
雑
志
」
に
は
「
四
心
多
久
間
四
代
見
日
流
和
」
の
項
が

あ
り
足
立
平
陸
と
弟
子
達
の
経
歴
を
記
し
て
い
る
。 

又
、
猪
谷
関
所
館
蔵
の
橋
本
家
文
書
に
も
「
四
心
多
久
間
見
日
流
秘
口
伝
書
」
が
あ
り

関
所
役
人
、
橋
本
万
助
が
文
化
二
年
免
許
皆
伝
を
受
け
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。 

５
、
足
立
塚
と
足
立
平
陸 

 

次
号
に
回
し
ま
す
。 
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石仏講座（大正大学） 

真宗と石仏のパワーポイント 

日
本
石
仏
協
会
主
催
「
第
三
十
九
回
石
仏
講
座
」
に
参
加
し
て 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

尾
田 

武
雄 

 

八
月
二
十
六
日
、
日
本
石
仏
協
会
为
催
「
第
三
十
九
回
石
仏
講
座
」
が
東
京
の
大
正
大

学
大
講
堂
で
開
か
れ
た
。
私
は
午
後
か
ら
第
三
講
と
し
て
小
松
光
衛
氏
の
紹
介
で
「
真
宗

と
石
仏
―
聖
徳
太
子
南
無
仏
と
法
蔵
菩
薩
の
造
像
の
意
図
に
つ
い
て
ー
」
を
発
表
さ
せ
て

頂
い
た
。
初
め
て
の
北
陸
新
幹
線
で
、
妻
と
と
も
に
参
加
し
た
。
平
成
十
三
年
日
本
石
仏

協
会
創
立
二
十
五
周
年
で
「
東
西
文
化
の
接
点
・
北
陸
の
石
仏
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
こ

と
を
紹
介
し
、
北
陸
は
日
本
の
東
西
文
化
の
接
点
で
あ
り
魅
力
的
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を

発
表
し
た
。 

富
山
県
は
仏
教
宗
派
に
お
け
る
真
宗
の
割
合
が
七
十
％
強
で
あ
り
、
真
宗
王
国
で
あ
る

こ
と
、
真
宗
で
は
「
お
お
よ
そ
造
像･

起
塔
は
、
弥
陀
の
本
願
に
あ
ら
ざ
る
所
行
な
り
」
（
覚

如
著
『
改
邪
鈔
』
）
、
ま
た｢

他
流
に
は
『
名
号
よ
り
絵
像
、
え
ぞ
う
よ
り
木
造
』
と
い
う

な
り
、
当
流
に
は
『
木
造
よ
り
絵
像
、
え
ぞ
う
よ
り
名
号
』
と
い
う
な
り｣(｢

蓮
如
上
人
御

一
代
記
聞
書
」
）
と
さ
れ
、
偶
像
崇
拝
は
し
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
石
仏
が
多
い
事
な
ど
、

序
章
と
し
て
発
表
し
た
。 

富
山
県
西
部
に
は
聖
徳
太
子
南
無
仏
が
明
治
二
十
年
ご
ろ
か
ら
大
正
期
の
約
三
十
年
の

間
に
、
二
百
四
十
数
体
が
造
像
さ
れ
た
の
は
、
真
宗
大
谷
派
井
波
別
院
瑞
泉
寺
と
の
関
り

を
説
い
た
。
ま
た
東
部
に
は
法
蔵
菩
薩
の
石
仏
（
木
造
も
含
む
）
が
二
十
二
体
確
認
し
て

い
る
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
痩
せ
た
法
蔵
菩
薩
を
紹
介
し
た
。
い
わ
ゆ
る
や
せ
仏
の
憔
悴

像
法
蔵
菩
薩
は
、
真
宗
の
盛
ん
な
肥
後
轍
と
い
わ
れ
る
熊
本
県
、
芸
轍
と
い
わ
れ
る
安
芸

門
徒
の
広
島
県
、
三
河
門
徒
の
愛
知
県
そ
れ
に
鹿
児
島
県
、
滋
賀
県
な
ど
の
散
見
で
き
る

こ
と
を
報
告
し
た
。
こ
れ
は
真
宗
が
江
戸
時
代
中
期
頃
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
た
真
宗
教
学
を

地
方
学
塾
の
教
え
が
根
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
真
宗
の
教
え
を
説
い
た
節
談
説
教
等

の
布
教
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
上
手
な
説
教
師
は
自
由
自

在
に
善
男
善
女
の
感
情
、
心
理
を
あ
や
つ
る
こ
と
が
で
き
た
。
質
問
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
『
聖
人
つ
ね
の
仰
せ
に
は
、
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ

と
え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
』
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
唯
一
の
泣
か
せ
ど
こ
ろ
の
よ
う

に
、
浪
曲
顔
貟
け
の
節
ま
わ
し
で
う
な
っ
た
。
さ
ん
ざ
ん
翻
弄
さ
れ
、
い
い
気
持
ち
に
さ

せ
ら
れ
た
参
詣
者
は
、
ひ
と
り
の
こ
ら
ず
仏
に
た
す
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
」
関
山
和
夫
著
『
庶
民
文
化
と
仏
教
』 

こ
れ
は
、
三
業
惑
乱
以
後
の
真
宗
の
門
徒
（
庶
民
）
の
布
教
活
動
の
状
況
も
う
か
が
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
学
匠
の
篤
信
者
、
学
匠
の
多
く
出
た
と
こ
ろ
に
五
劫
思
惟
の
法
蔵
菩
薩

の
造
像
が
見
受
け
ら
れ
る
。
富
山
県
東
部
は
、
や
は
り
黒
部
市
宇
奈
月
町
の
善
巧
寺
で
は

江
戸
時
代
末
に
空
華
廬
（
く
う
げ
ろ
）
を
設
け
て
学
僧
を
教
育
、
そ
の
門
弟
は
三
千
人
に

及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

な
ぜ
、
こ
の
阿
弥
陀
如
来
の
前
身
で
あ
る
憔
悴
像
の
法
蔵
菩
薩
が
、
現
在
忘
れ
去
ら
れ

た
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
学
塾
の
不
振
と
近
代
教
学
の
発
展
で
あ
り
、
真
宗
の
近
世
と
近

代
の
断
絶
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
近
世
に
は
歎
異
抄
後
序
の
教
え
の
そ
れ
な
り
に

浸
透
し
、
地
方
の
学
塾
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
門
徒
と
と
も
に
生
き
た
説
教
者
の
姿
を
垣
間

見
る
よ
う
な
気
が
す
る
と
報
告
し
た
。
真
宗
の
教
え
は
一
方
的
な
教
団
側
だ
け
で
は
な
い
、

門
徒
側
の
視
点
も
大
事
で
あ
る
と
も
思
っ
た
。
（
尚
、
当
日
『
ミ
ス
テ
リ
ー
な
仏
像
』
の

著
者
本
田
不
二
雄
氏
が
わ
ざ
わ
ざ
、
私
の
講
演
を
聞
き
に
下
さ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
） 
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福
井
市
毛
矢
白
山
神
社
の
石
祠
な
ど 

 

滝
本 

や
す
し 

  

福
井
県
福
井
市
毛
矢
三
丁
目
の
毛
矢
黒
龍
神
社
境
内
に
、
稲
荷
神
社
、
菅
原
神
社
、
桜

井
神
社
の
石
祠
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
脇
の
石
段
を
登
る
と
開
け
た
場
所
が
あ
り
、
白
山

神
社
の
標
柱
と
鳥
居
が
目
に
入
る
。
藤
島
神
社
駐
車
場
東
側
の
石
段
を
降
り
た
ほ
う
が
近

い
よ
う
だ
。
白
山
神
社
は
萬
延
元
年
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
神
社
庁
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

非
宗
教
法
人
で
、
地
区
の
人
達
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。 

 

鳥
居
を
く
ぐ
り
、
灯
籠
と
狛
犬
の
間
を
抜
け
、
石
段
を
登
る
と
、
正
面
に
七
基
の
石
祠

が
並
ん
で
い
る
。
他
よ
り
も
や
や
大
き
い
中
央
の
石
祠
が
白
山
神
社
の
本
殿
で
あ
る
。
そ

の
左
手
に
も
二
基
の
石
祠
が
並
ん
で
い
る
。
向
っ
て
右
の
石
祠
か
ら
順
に
見
て
い
こ
う
。 

 

い
ち
ば
ん
右
の
石
祠
は
正
面
に
日
月
の
窓
が
開
け
ら
れ
て
お
り
、「
キ
リ
ー
ク
・
八
幡
宮
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
内
部
に
は
、
御
神
体
や
奉
納
物
は
確
認
で
き
な
い
。 

 

右
か
ら
二
番
目
の
石
祠
は
正
面
に
日
月
の
窓
が
開
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
右
に
「
萬
延

元
庚
申
秋
奉
繕
之
」
、
左
に
「
永
善
五
郎
右
エ
■
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
奥
壁
内
面
に
阿
弥

陀
如
来
立
像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
石
祠
も
八
幡
神
社
と
思
わ
れ
る
。
奥
壁

内
面
に
彫
ら
れ
て
い
る
阿
弥
陀
如
来
像
の
手
法
は
十
八
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

石
祠
正
面
の
銘
文
は
後
刻
と
思
わ
れ
る
。 

 

右
か
ら
三
番
目
の
石
祠
は
正
面
に
日
月
の
窓
が
開
け
ら
れ
て
お
り
、
中
央
に
「
山
神
」
、

右
に
萬
延
元
庚
申
秋
奉
■
■
」、
左
に
「
木
戸
市
三
郎
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
石
祠
の
奥
壁

内
面
に
「
宝
永
七
庚
寅
…
／
ア
ク
・
山
神
十
羅
刹
…
」
の
文
字
が
読
み
取
れ
る
。
「
ア
ク
」

の
種
子
は
釈
迦
如
来
、
「
山
神
」
は
鬼
子
母
神
、
「
十
羅
…
」
は
十
羅
刹
女
と
考
え
ら
れ

る
。
石
祠
正
面
と
奥
壁
内
面
に
刻
ま
れ
た
年
号
は
百
五
十
年
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
石
祠
の
正
面
の
銘
文
も
後
刻
と
思
わ
れ
る
。 

 

他
よ
り
も
や
や
大
き
い
中
央
の
石
祠
は
白
山
神
社
の
本
殿
で
、
正
面
の
扉
が
欠
損
し
て

い
る
。
石
祠
の
前
に
二
体
の
狛
犬
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
別
々
に
作
ら
れ
た
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。
石
祠
奥
壁
内
面
に
、
白
山
三
所
権
現
が
浮
彫
り
さ
れ
た
石
板
が
立
て
か
け
ら
れ

て
い
る
。
中
央
に
御
前
峰
の
本
地
仏
で
あ
る
十
一
面
観
音
、
向
っ
て
右
に
大
汝
峰
の
本
地

仏
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
、
左
に
は
別
山
の
本
地
仏
で
あ
る
聖
観
音
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
各

尊
像
の
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
御
前
峰
、
大
汝
峰
、
別
山
の
山
々
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

手
法
か
ら
、
十
八
世
紀
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

右
か
ら
五
番
目
の
石
祠
も
正
面
の
扉
が
欠
損
し
て
い
る
。
奥
壁
内
面
に
六
字
明
王
立
像

が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
石
祠
は
神
明
神
社
で
あ
る
。
こ
の
六
字
明
王
立
像
も
、

十
八
世
紀
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

右
か
ら
六
番
目
の
石
祠
は
正
面
に
長
方
形
の
窓
が
二
つ
並
ん
で
開
け
ら
れ
て
お
り
、「
神

明
／
慶
長
十
八
年
／
三
月
二
十
八
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
奥
壁
内
面
に
六
字
明
王
立
像

が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
手
法
か
ら
、
慶
長
十
八
年
当
時
の
作
と
思
わ
れ
る
。 

 

右
か
ら
七
番
目
の
石
祠
は
、
正
面
に
「
八
」
の
文
字
の
窓
が
開
け
ら
れ
て
い
る
。
越
前

地
方
で
は
他
に
も
同
様
の
窓
が
開
け
ら
れ
た
石
祠
が
い
く
つ
か
あ
り
、
い
ず
れ
も
八
幡
神

社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
祠
も
八
幡
神
社
と
思
わ
れ
る
。
奥
壁
内
面
に
男
神
座
像
が

浮
彫
り
さ
れ
て
お
り
、
誉
田
別
尊(

忚
神
天
皇)

と
考
え
ら
れ
る
。
十
八
世
紀
前
半
の
作
の

よ
う
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
七
基
の
石
祠
の
左
手
に
、
二
基
の
石
祠
を
含
む
六
基
の
石
造
物
が
並
ん
で
い
る
。

い
ち
ば
ん
右
は
観
音
座
像
の
残
欠
の
よ
う
で
あ
る
。
白
山
神
あ
る
い
は
稲
荷
神
の
本
地
仏

と
し
て
彫
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

右
か
ら
二
番
目
は
「
稲
荷
神
社
」
と
刻
ま
れ
た
角
型
の
石
板
で
あ
る
。
石
祠
の
前
に
置

か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

右
か
ら
三
番
目
は
「
キ
ャ
・
正
一
稲
荷
大
明
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
柱
で
、
稲
荷
神
社
の

御
神
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
キ
ャ
」
は
稲
荷
大
明
神
の
本
地
仏
で
あ
る
十
一
面
観

音
の
種
子
で
あ
る
。 

 
右
か
ら
四
番
目
は
地
蔵
立
像
で
あ
る
。
駒
型
の
光
背
で
あ
り
、
本
地
仏
と
し
て
彫
ら
れ

た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。 

 

右
か
ら
五
番
目
は
二
基
並
ん
で
い
る
右
の
石
祠
で
、
正
面
に
「
菅
原
神
社
」
と
刻
ま
れ

た
扉
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
扉
は
後
補
の
も
の
で
あ
る
。
石
祠
内
に
は
渡
唐
天

神
が
線
刻
さ
れ
た
石
板
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
類
例
が
な
い
の
で
造
立
年
代
を
特
定
で
き
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福井市毛矢３丁目白山神社全景 

白山神社本殿石祠 白山神社御神体の白山三所権現 

神明神社御神体の六字明王 八幡神社御神体の誉田別尊 菅原神社御神体の渡唐天神 

な
い
が
、
十
八
世
紀
の
作
で
あ
ろ
う
か
。 

 
い
ち
ば
ん
左
は
二
基
並
ん
で
い
る
左
の
石
祠
で
、
正
面
に
日
月
の
窓
が
開
け
ら
れ
て
い

る
。
内
部
に
は
「
正
一
位
稲
荷
…
」
と
刻
ま
れ
た
石
板
が
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
先
述
の

「
キ
ャ
・
正
一
稲
荷
大
明
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
柱
が
も
と
の
御
神
体
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

白
山
神
社
は
萬
延
元
年
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
境
内
の
石
造
物
の
多
く
は
十
八

世
紀
頃
の
作
で
あ
り
、
十
七
世
紀
初
め
の
も
の
も
み
ら
れ
る
。
本
殿
石
祠
の
右
の
二
基
の

石
祠
に
「
萬
延
元
庚
申
秋
奉
繕
之
」
と
後
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
、
白
山
神
社
創
建
の
際
に

既
存
の
石
祠
が
並
べ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
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題目板碑 岩屋開山板碑 

鯨の骨 

道下の石造物群 

木造如来像 弥勒菩薩 

輪
島
市
門
前
町
に
て 

 

池
田 

紀
子 

 

輪
島
市
門
前
町
深
見
に
は
低
い
山
な
の
で
す
が
急
斜
面
の
続
い
た
あ
と
の
頂
上
付
近
に

「
十
三
塚
の
板
碑
」
が
あ
り
ま
す
。
『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書 

第
四
集
』(

平
成
九
年)

に

《
深
見
集
落
の
東
南
約
六
百
メ
ー
ト
ル
、
標
高
約
百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
深
見
か
ら
道
下
に

通
じ
た
道
の
脇
の
直
径
約
五
メ
ー
ト
ル
高
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
の
塚
の
上
に
立
っ
て
い
る
。

口
碑
と
し
て
～
漂
流
者
十
三
人
の
死
体
を
埋
め
た
～
と
か
～
十
三
才
の
娘
が
牛
に
追
わ
れ

て
こ
こ
ま
で
来
て
殺
さ
れ
そ
の
霊
を
弔
っ
た
～
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
［
南
無
妙
法
蓮

華
経
］
の
日
蓮
宗
の
題
目
が
刻
ま
れ
て
い
る
板
碑
は
高
さ
五
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
上
部

幅
二
十
、
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
上
部
厚
さ
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
》
と
あ
り
建
立
は
室

町
末
期
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
地
元
の
記
録
に
は
こ
の
［
南
無
妙
法
蓮
経
］
の

板
碑
に
つ
い
て
《
十
三
塚
と
称
さ
れ
る
塚
の
上
に
建
っ
て
い
る
。
門
前
町
へ
日
蓮
宗
が
入

っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
》
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

川
を
挟
ん
だ
真
向
か
い
の
山
に
は
男
滝
女
滝
と
呼
ば
れ
る
所
に
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
は
滝
神
社
と
い
い
案
内
板
に
は
《
滝
神
社
と
桜
滝  

能
登
の
名
瀑
と
し
て
知
ら
れ
る
桜

滝
に
は
男
滝
と
女
滝
が
あ
り
、
古
代
・
中
世
に
は
修
験
者
の
霊
地
で
平
安
時
代
の
仏
像
や

鎌
倉
時
代
の
神
像
な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
滝
神
社
の
上
の
社
叢
の
原
生
林
は
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
背
後
の
猿
山
に
は
明
治
時
代
ま
で
猿
が
住
ん
で
い
た
》

と
あ
り
ま
す
。
本
殿
の
奥
は
も
う
突
き
当
た
り
の
岩
山
で
そ
の
岩
窟
に
『
岩
屋
開
山
［
種

子
］
玉
珠
』
と
彫
ら
れ
た
板
碑
が
あ
り
《
室
町
時
代
の
板
碑
で
岩
屋
開
山
の
玉
珠
の
銘
が

あ
る
》
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
横
に
な
ぜ
か
『
鯨
の
骨
』
が
あ
り
《
む
か
し
、
鯨
が

一
頭
寄
る
と
七
つ
の
村
が
う
る
お
う
と
い
わ
れ
た
。
元
禄
二
年(

一
六
八
九)

深
見
と
鹿
磯

の
境
へ
流
れ
寄
っ
た
鯨
の
骨
と
思
わ
れ
る
》
と
説
明
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
こ

に
は
門
前
町
指
定
文
化
負
に
な
っ
て
い
る
木
造
如
来
像
が
あ
り
、
平
安
時
代
の
素
朴
な
作

風
は
心
が
落
ち
つ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
ま
た
輪
島
市
門
前
町
道
下
で
は
蕎
麦
屋
の
駐
車
場
の
一
角
に
並
ん
で
い
る
石
造
物
が
あ

り
ま
す
。
左
か
ら
丸
彫
り
の
地
蔵
合
掌
立
像
、
弥
勒
菩
薩
坐
像
、
勇
嶋
平
次
郎
の
力
士
碑
、

道
下
の
俳
人
河
内
亀
声
の
《
朝
な
夕
か
す
み
は
山
の
位
か
な
》
の
句
碑(

明
治
二
九
年
建
立)

で
す
。
弥
勒
菩
薩
坐
像
の
建
立
は
宝
暦
と
思
わ
れ
ま
す
。
以
前
は
道
下
集
落
の
入
口
に
あ

っ
て
村
人
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
も
の
を
こ
こ
に
移
し
ま
し
た
。
独
尊
で
美
し
い
姿
で
す
。 
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「
布
施
谷
の
石
仏
め
ぐ
り
」
報
告 

 

文
山
純
子
・
松
井
兵
英 

〇 
は
じ
め
に 

布
施
谷
と
い
う
と
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
静
か
に
唱
わ
れ
る
「
布
施
谷
節
」
を
思
い
出

し
ま
す
。
そ
の
歌
詞
に
は
、
僧
ヶ
岳
の
雪
形
の
「
尺
八
を
吹
く
虚
無
僧
」
の
姿
を
見
て
農

作
業
の
暦
と
し
て
い
た
こ
と
、
布
施
川
の
水
を
頼
り
に
田
を
耕
し
て
い
た
が
、
ま
た
布
施

川
の
出
水
に
も
悩
ま
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
小
川
寺
の
三
ヵ
寺
（
真
言
宗
の
心
蓮
坊
・
光
学

坊
・
蓮
蔵
坊
）
を
心
の
拠
り
所
に
し
て
い
た
こ
と
、
が
歌
わ
れ
ま
す
。 

〇 

十
一
ヵ
所
の
観
音
堂
と
多
く
の
庚
申
塔
な
ど 

布
施
谷
は
布
施
川
を
境
に
右
岸
は
黒
部
市
、
左
岸
は
魚
津
市
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一

つ
の
文
化
圏
の
よ
う
で
、
滝
本
氏
に
よ
れ
ば
、
十
一
ヵ
所
の
観
音
堂
が
あ
り
、
女
性
た
ち

に
よ
り
毎
月
の
観
音
講
が
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
布
施
爪
の
布
勢
神
社
前
の
観
音
堂

を
開
け
て
く
だ
さ
っ
た
女
性
の
お
話
で
は
、
昔
は
隣
の
村
に
観
音
堂
が
あ
る
と
羨
ま
し
く

て
、
一
生
懸
命
に
寄
付
を
集
め
た
が
、
今
は
多
忙
な
世
の
中
に
な
っ
た
こ
と
や
高
齢
化
な

ど
で
、
毎
月
の
お
講
が
隔
月
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
停
め
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
多
い

そ
う
で
す
。
長
引
野
で
は
現
在
も
毎
月
お
参
り
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
堂
内
も
境
内
も
き

れ
い
に
清
掃
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
田
籾
で
は
区
長
さ
ん
立
合
い
で
拝
見
し
ま
し
た
が
、
今

は
お
参
り
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
少
し
荒
れ
た
感
じ
で
し
た
。
い
ず
れ
も
西
国
三
十
三
所

観
音
石
仏
が
祀
ら
れ
、
真
言
宗
で
は
中
央
に
獅
子
に
乗
っ
た
文
殊
菩
薩
や
弘
法
様
、
彩
色

の
残
る
石
仏
た
ち
は
素
朴
な
彫
り
な
が
ら
村
の
女
人
た
ち
の
祈
り
を
受
け
止
め
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
尾
山
地
区
の
谷
川
家
の
観
音
堂
に
は
四
国
八
十
八
ヵ
所
の
木
像
が
祀
ら
れ
、

台
座
に
は
黒
部
川
筋
の
村
の
名
前
が
目
立
ち
ま
し
た
。
い
ま
も
大
切
に
お
参
り
さ
れ
て
い

る
様
子
で
し
た
。
青
面
金
剛
が
一
緒
に
祀
ら
れ
て
い
る
お
堂
も
多
い
の
で
す
が
、
男
性
の

庚
申
講
の
为
尊
だ
っ
た
も
の
が
別
の
場
所
か
ら
遷
さ
れ
た
と
の
こ
と
、
あ
ち
こ
ち
の
村
に

は
単
独
の
庚
申
堂
の
多
さ
も
目
立
ち
ま
す
。 

昼
食
の
後
、
心
蓮
坊
に
お
邪
魔
し
て
和
尚
様
に
堂
内
を
案
内
い
た
だ
き
、
僧
ヶ
岳
の
大

威
徳
明
王
木
像
、
閻
魔
十
王
像
と
地
獄
絵
、
星
供
曼
荼
羅
と
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
天
井
画
な

ど
を
拝
見
し
ま
し
た
。
内
陣
の
裏
に
は
青
面
金
剛
の
木
像
が
あ
り
、
庚
申
講
が
お
こ
な
わ

れ
な
く
な
っ
た
村
か
ら
預
け
ら
れ
た
掛
軸
が
多
数
架
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

〇 

寛
明
行
者
の
こ
と 

平
井
一
雄
氏
ら
が
調
査
さ
れ
て
い
る
寛
明
行
者
の
石
碑
や
掛
軸
は
飛
騨
街
道
沿
線
に
多

い
が
、
こ
の
あ
た
り
片
貝
川
の
東
山
橋
右
岸
や
朴
谷
地
区
路
傍
（
入
る
）、
心
蓮
坊
境
内
に

も
あ
り
、
明
治
十
二
～
十
五
年
の
造
立
が
多
い
こ
と
以
外
は
不
明
だ
っ
た
の
が
、「
心
蓮
坊

の
過
去
帳
（
欄
外
）
に
名
前
が
出
て
い
る
」
と
い
う
和
尚
さ
ま
の
お
話
が
あ
り
、
寛
明
行

者
の
足
跡
が
解
明
さ
れ
る
糸
口
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

〇 

珍
し
い
石
仏
た
ち 

天
神
山
麓
の
道
標
地
蔵
（
肩
に
も
う
一
つ
の
手
）、
天
神
山
の
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像

と
雨
宝
童
子
、
布
施
爪
農
道
脇
・
石
碑
横
の
虚
空
蔵
菩
薩
（
鼓
を
持
つ
）、
大
沢
上
流
水
神

社
の
雨
宝
童
子
（≒

天
神
山
）
と
石
棒
？
黒
沢
墓
地
の
自
然
石
線
刻
五
輪
塔
と
六
十
六
部

石
塔
（
新
発
見
？
）、
心
蓮
坊
寛
明
碑
横
の
虚
空
蔵
or
弁
才
天
、
田
籾
地
区
の
勢
至
菩
薩
（
三

夜
様
）、
同
墓
地
の
子
育
て
観
音
（
お
っ
ぱ
い
）
な
ど
、
さ
ら
に
猿
や
狐
が
出
る
山
道
を
最

奥
の
嘉
例
沢
ま
で
登
り
、
予
定
に
は
な
か
っ
た
磨
崖
仏
を
拝
観
し
、
新
築
さ
れ
た
石
の
観

音
堂
や
庚
申
堂
も
車
内
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

〇 

お
わ
り
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓
布
施
爪
の
観
音
堂 

台
風
の
た
め
一
日
早
い
実
施
で
し
た
が
、
短
い
時

間
で
も
地
元
の
方
々
や
心
蓮
坊
の
和
尚
様
の
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
布
施
谷
の
人
々
の
心
に
、
少

し
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

い
つ
も
な
が
ら
滝
本
氏
の
、
丹
念
な
足
と
目
と
聞

き
取
り
に
よ
る
知
識
の
深
さ
と
詳
細
な
資
料
に
は
、

敬
服
す
る
ば
か
り
で
す
。
単
に
珍
し
い
石
仏
を
見
て

廻
る
と
い
う
よ
り
も
、
地
域
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

の
物
語
に
接
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
人
生
観
を
い

く
ら
か
で
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。 

同
行
者
が
増
え
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。 
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バ
ッ
ト
地
蔵(

福
富
地
蔵
尊)

 

 

滝
本 

や
す
し 

  

富
山
市
辰
己
町
二
丁
目
臨
済
宗
国
泰
寺
派
興
国
寺
の
境
内
に
、
左
手
に
野
球
の
バ
ッ
ト

を
持
つ
地
蔵
が
立
っ
て
い
る
。
円
柱
型
の
台
石
の
正
面
に
「
福
富
地
蔵
尊
／
王
貞
治
／
本

塁
打
756
号
／
世
界
新
達
成
／
昭
和
五
十
二
年
九
月
三
日
／
功
徳
为
／
王
仕
福
／
王
登
美
／

当
住
静
子
／
現
住
廿
二
世
大
節
」
と
記
さ
れ
た
銘
板
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

そ
の
下
の
台
座
に
は
「
巨
人
軍
王
貞
治
選
手
の
栄
誉
を
称
賛
す
／(

人
名
19)

」
と
記
さ
れ

た
銘
板
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

功
徳
为
と
し
て
プ
ロ
野
球
巨
人
軍
王
貞
治
選
手
の
父
・
仕
福
と
母
・
登
美
の
名
が
記
さ

れ
て
お
り
、
一
見
す
る
と
本
塁
打
世
界
新
記
録
達
成
を
賞
し
て
作
ら
れ
た
地
蔵
の
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
円
柱
型
の
台
石
の
右
側
面
に
「
昭
和
十
九
年
十
一
月
／
當
住
一
郎
建
之
」

の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
十
九
年
に
作
ら
れ
た
地
蔵
の
左
手
部
分
を
改
造

し
て
バ
ッ
ト
を
持
た
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
一
本
足
で
は
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
王
選
手
は
三
十
七
才
で

菩
薩
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

                        
 

会からのお知らせ 
 
 

来年の夏頃に研究紀要を発行したいと思います。皆様からの原稿を広く募集いたします。 

ページ数などの規定は特にありません。３月末を締切とします。 

 

会報第５４号は４月上旬発行予定です。こちらも原稿を募集しております。 

家の近所の石仏紹介や、旅先で出会った石仏などでも構いません。 

楽しい会報にしたいと思います。 

 

第５６回例会は５月中旬に開催予定です。 

次回は福井市内の石仏めぐりを計画しています。毛矢白山神社も見学したいと思います。 

 

石仏写真カレンダーを付録にしました。下半期のものは次号の付録とします。 

お気に入りの石仏写真があればお送りください。下半期分に掲載したいと思います。 

 

平成３０年度の会費を、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です  


